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蔵や店舗だっ
た スペースを
リノベー ショ
ンして、 自 習
室に。学区内
の中学生を中
心に年間30日
の期間限定で
開館した

活動エリア

2025年11月、図書館づくりの取り組みを発信するため、昔の醤油工場跡のスペースで開催したワークショップ
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地域遺産を活用した子どもの居場所となる図書館づくり

住まい活動助成

団体設立経緯
　入間市黒須地区は中学校通学区
域に公立図書館がなく、子どもた
ちが本に触れる機会、自習場所と
しての利用などが限定されていま
す。また、地域の歴史遺産として
大正期の醤油工場や店舗などをリ
ノベーションした西山荘STREET、
市登録有形文化財である旧黒須銀
行が立地していますが、一部の建
築物は未活用の状態です。
　そのような状況を踏まえ、地域
の歴史遺産を活用した新たな子ど
もの居場所となる「醤油蔵の子ども
図書館」づくり、周辺まちづくりと
の連携による地域の魅力向上を目
的として設立しました。

活動概要と活動対象範囲
　中学校通学区域を主な活動対象
範囲としており、その中心に位置す
る西山荘STREETの旧店舗、旧醤
油蔵部分を活用した子ども図書館
づくりに取り組んでいます。中学校
をはじめとして、通学区域内に立
地する小学校、保育所、小学校ボ
ランティアグループ、地元自治会、
ボランティア、地元企業、旧黒須
銀行管理者（行政）との連携により、
子ども図書館の整備、自習室の運
営、イベントなどの実施に取り組ん
でいます。

活動に至った理由や背景
　通学区域に公立図書館がないた
め、子どもたちは徒歩や自転車で
近隣の公立図書館まで通っている
状況でした。また、定期テスト前
などは公立図書館の自習席が近隣
の学生・生徒で満席となり利用で

きないなどの声もありました。
　そこで2024年9月から中学生以
上の生徒・学生を対象として「蔵
の自習室」の試行を実施した結果、
本に触れる、自習をするといった
場所への子どもたちのニーズは高
く、徒歩圏内に図書館ができるこ
とへの期待が大きいことが把握で
きました。それを踏まえ、子ども
たちの新たな居場所として子ども図
書館の整備に取り組んでいます。

活動内容と成果
● 蔵の自習室
　24年度より取り組みを開始した

「蔵の自習室」の継続的な開館と情
報発信により、図書館づくりに係る
活動の地域への定着を図りました。
　蔵の自習室は旧醤油蔵と旧店舗
スペースの2つのスペースを利用し
ています。それぞれの空間や環境
の違いを考慮し、旧醤油蔵を静か
に集中する自習室、旧店舗スペー
スを休憩やグループ学習などが可
能な「ライブラリーコモンズ」として
位置付け、特色を活かした場所と
して利用することとしました。
　自習室については、団体メン

バー、および支援いただいてい
るボランティアメンバーが運営を
担いました。開館日は地区中学校
の定期テストに合わせて年間5回、
各6日間の計30日間とし、地区中
学校との連携により開館日や開館
時間（平日16時～ 20時、土日祝
10時～ 20時）の案内を全校生徒

（約250名）に直接配布する形で実
施しました。
　そのため利用者の多くは学区内
の中学生ですが、学区外の生徒、
学区内外の高校生、大学生などの
利用もあり、利用者アンケートなど
では総じて満足度の高い結果が得
られました。また、利用方法や滞
在時間はさまざまではあるものの
利用者のリピート率は高く、自宅や
塾に加えて子どもたちの新たな居
場所として活用されています。

【蔵の自習室　のべ利用人数】
25年5月17日 〜 22日：73名/6月
21日〜 26日：52名/9月27日〜 10
月2日：52名/11月15日〜 20日：37
名/26年2月14日〜 19日：30名
● 醤油蔵のおはなし会
　図書館づくりの取り組みや進捗
状況を地域へ情報発信する取り組

みとして、地区内外の小学校で絵
本の読み聞かせに取り組む学校ボ
ランティアグループのメンバーと連
携。未就学児および小学生を対象
とした「醤油蔵のおはなし会（絵本
の読み聞かせ会）」をライブラリー
コモンズを会場として、7月と12月
に開催しました。
　おはなし会のプログラムは午前・
午後の2部に分け、途中休憩を挟
みながら１時間程度（20分×3、休
憩10分）、ボランティアグループの
メンバーによる計6冊程度の読み
聞かせをする形として実施しまし
た。小学校の校長先生や教頭先
生、教諭が読み手として参加する
場合などもあり、子どもたちも普段
の学校での読み聞かせとは異なる
体験を得ることができました。
　また、おはなし会と合わせて地
域のレストランや青果店、自治会、
蔵の自習室の利用者でもある中学
生ボランティア、ボランティアメン
バーの協力を得て、キッチンスペー
スや屋外のウッドデッキスペースな
どを利用し、休憩時間などにカフェ
や焼き菓子（有償）、綿菓子（無償）
の提供、野菜の販売会などを実施
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旧店舗部分を活用した「ライブラリーコ
モンズ」に本棚を設置。それに合わせて、
ワークショップも開催した

7月と12月の2回、絵本の読み聞かせ会を開催した。休憩時間には中学生ボランティアが振る舞う綿菓子に行列

日は多くの未就学児や小学生、保
護者の参加があり、図書館づくり
の取り組みを知っていただく機会と
なりました。また、リース製作後に
実施した参加者へのアンケート調
査においても、満足度が高い結果
が得られました。

【ワークショップ参加者】
11月29日：130名程度
● 民間団体などが運営する子ども
図書館へのヒアリング調査
　民間団体による子ども図書館の
運営や運営主体の体制などについ
て知見を得るため、既に子ども図
書館の運営に取り組む民間団体な
どにご協力いただき、4カ所の子ど
も図書館を対象としてヒアリング調
査を実施しました。
　ヒアリング調査では、団体の体
制や子ども図書館の運営資金、地
域の住民や企業との協力体制、開
館日、利用状況、イベント実施状
況などについてお伺いし、多くの
知見を得ることができました。それ
らを活かして、自団体の会員種別
の見直しや地域企業との連携体
制の構築、子ども図書館の開館日
設定の検討などを行うことにより、
活動の継続性を高めるとともに運
営体制の整備につなげました。
● 隣接する歴史的建造物管理者と
の連携による地域の魅力づくりに
係る検討
　市登録文化財である1909（明治
42）年竣工の旧黒須銀行は「醤油
蔵の子ども図書館」と道路を挟ん
で隣接する位置にあり、2026年8
月頃に復元修理工事が完了予定と
なっています。復元修理工事完了
後の活用について連携を図り、周
辺まちづくりの活性化につなげるた
め、管理者である入間市博物館と
連携し、復元修理工事の内容や利
用予定の把握、工事完了後に実施
されるイベントなどについて協議し

ました。
　協議においては、団体の取り組
みや今後の整備予定などを共有す
るとともに、旧黒須銀行の活用方
法、道路を挟んで隣接していること
などを考慮した外構工事による一
体的なまち並みの創出、イベント
時の建物間の動線を考慮したウッド
デッキスペースをはじめとする屋外
空間の活用などについて意見を交
換し、工事完了後をはじめとしたイ
ベントを連携して実施することを確
認しています。合わせて旧黒須銀行
の施設活用についても引き続き連
携を図りながら、周辺まちづくりの
活性化や地域の魅力づくりにつな
げていく方針を共有しています。

課題と解決方策
● 多様な関わり方が可能な体制づ
くり
　地域の方々にボランティアとして
ご支援をいただき、助成対象活動
を実施しました。交流を通じて活
動への関わり方や考え方はさまざ
まであることが分かりました。ボ
ランティアの意向に応じた関わり
方が可能になるよう、団体の体制
を整えていく必要があると考えて
います。
● 子どもたちのニーズに合わせた
蔵の自習室の実施
　現在の開館日は地区中学校の定
期テストに合わせているため、地
区外の中学生や高校生・大学生の
利用は制限されています。今後は、
高校へ進学した利用者とのつなが
りや学区外の中学校などとの連携

も視野に入れ、柔軟な開館が可能
な体制を整備していきたいと考え
ています。
　また、旧醤油蔵は自習室として
の利用を想定した建物ではなく、
音環境や隣席からの視線などの課
題があります。吸音と視線のさえ
ぎりを兼ねたパーテーションなど、
室内環境の向上を図る取り組みを
進めたいと考えています。
● ライブラリーコモンズの充実化
　子ども図書館の中心となるスペー
スであり、一層の充実化に取り組
む必要があります。本棚の増設の
ほか、自由に本と親しめる家具、
グループワークなどにも対応でき
る閲覧机の設置など、内部空間の
設えを段階的に整備していきたい
と考えています。合わせて地域と
の連携を増やす観点から、キッチ
ンスペースを活用したコミュニティ
カフェの設置などの取り組みを進
めたいと考えています。

今後の予定
　子ども図書館づくりの取り組み
や、ライブラリーコモンズに本棚
が設置されたことを知った地域の
方々から、合計1200冊以上の絵
本の寄付をいただいています。こ
れらの絵本を活用し、26年度から
は子ども図書館として定期的な開
館を予定しています。並行して、蔵
の自習室の継続的な実施、キッチ
ンスペースの改修とコミュニティカ
フェづくりを通じて、地域における
新たな居場所づくりに取り組む予
定です。

くらとしょいるま
2024年8月設立／メンバー数：6人／代表者：佐藤 和子（さとう・かずこ）

kuratosho.iruma@gmail.com　 @kuratosho_iruma

私たちは、地域の歴史遺産を活用した子ども図書館の開設・運営を目的として活
動しています。活動を通じて、子どもたちの新たな居場所の創出と地域の魅力づく
りに取り組んでいます。

しました。
　おはなし会の開催案内は、活動
対象範囲内に立地する小学校や保
育所の協力を得て、未就学児や児
童、保護者に配布しました。当日
は学区内の未就学児・小学生、保
護者に加えて、友人などを通じて
情報を得て学区外から来られた方、
近隣の高齢者施設の入居者の方な
どの参加がありました。参加者へ
のアンケート調査においても満足
度の高い結果が得られ、図書館づ
くりの取り組みを多くの人に知って
もらうきっかけとなりました。

【醤油蔵のおはなし会参加者】
7月5日：88名/12月13日：40名

● 本棚設置とワークショップの開催
　子ども図書館としての整備を進
めるため、活動対象範囲に隣接す
る木材産地の地場材（西川材）を使
用した本棚を製作・設置しました。
本棚は図書館機能の中心となるラ
イブラリーコモンズに設置すること
とし、本棚の周りで子どもたちが読
書を楽しめるようベンチを兼ねる
ものとして計画しました。また、図
書館づくりの取り組みが進んでい
ることの情報発信につなげるため、
本棚設置に合わせたイベントとして

「かんなくずクリスマスリースづくり
ワークショップ」を企画、11月に開
催しました。

　ワークショップは未就学児や小
学生を主な対 象とし、保護者も
リース製作ができるものとして実
施しました。本棚の製作・設置に
もご協力いただいた製材所、ボラ
ンティアメンバーと連携して取り
組みました。
　ワークショップの受付は本棚を
設置したライブラリーコモンズと
し、図書館づくりの取り組みや進
捗状況を広く知ってもらうととも
に、順番待ちの時間やリース製作
後に絵本を楽しめる形式としまし
た。おはなし会と同様、活動対象
範囲内の小学校や保育所の協力を
得て開催案内を配布しており、当


